
 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

2

0

1

3
年
、
予
防
接
種
法
の
定
期

接
種
に
位
置
づ
け
た
も
の
の
、副
反
応
を
訴

え
る
人
が
相
次
ぎ
、
た
っ
た
の
２
か
月
で

「
積
極
的
勧
奨
」
を
止
め
、
個
別
の
通
知
を

見
合
わ
せ
て
い
た
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
。
対
象

は
小
６
か
ら
高
校
一
年
生
の
女
子
で
す
。 

 

 

国
は
、
20
年
10
月
、
対
象
年
齢
に
個
別

通
知
を
す
る
よ
う
自
治
体
に
通
達
、
21
年

12
月
に
は
通
知
を
中
止
し
て
い
た
期
間
の

対
象
者
へ
の
無
料
接
種
を
決
め
、
こ
の
４
月

か
ら
「
積
極
的
勧
奨
」
を
再
開
し
ま
し
た
。

実
施
主
体
で
あ
る
横
須
賀
市
は
国
に
先
ん

じ
て
導
入
し
、
以
降
は
国
に
な
ら
い
、
予
診

票
の
郵
送
を
開
始
し
ま
し
た
。接
種
は
義
務

で
な
く
、
決
断
は
あ
く
ま
で
も
本
人
で
す
。

自
治
体
は
そ
の
た
め
に
適
切
な
情
報
を
提

供
す
べ
き
で
す
。 

 

ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
健
康
被
害
は
世
界
的

な
動
向
で
、
日
本
で
も
訴
訟
に
踏
み
切
る
家

族
も
あ
り
、
同
じ
被
害
を
増
や
し
た
く
な
い

と
、
再
開
に
あ
た
り
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
Ｈ

Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
ほ
ん
と
う
の 

こ
と
」
で
様
々
な
情
報
を
提
供 

し
て
い
ま
す
。
（
瀧
川
） 
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市議 小室たかえ 

■
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
ウ
ィ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン 

 

 

深
刻
化
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に

呼
応
す
べ
く
、
特
例
承
認
で
接
種
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
が
、
副
反
応
疑
い
死
亡
事

例
で
は
１
５
１
３
人
も
の
報
告
が
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
背
後
に
重
い
副
反
応
に

苦
し
ま
れ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。
国
は
、
21
年
２
月
都
道
府
県

に
対
し
、
悩
ん
で
い
る
人
へ
の
相
談
窓
口

を
整
え
る
よ
う
に
通
知
し
、
22
年
３
月
専

門
機
関
に
つ
な
げ
る
体
制
を
取
る
よ
う
通

知
し
た
ば
か
り
で
す
。
し
か
し
、
原
因
の
究

明
や
根
本
的
な
治
療
法
が
な
い
ま
ま
、
子

ど
も
へ
の
接
種
や
４
回
目
接
種
の
検
討
を

し
て
お
り
、
不
安
の
声
が
聞
こ
え
ま
す
。 

 

副
反
応
が
出
た
場
合
、
①
予
防
接
種
法

に
よ
る
医
療
機
関
か
ら
の
報
告
②
薬
機
法

に
よ
る
製
造
業
者
か
ら
の
報
告
③
患
者
副

作
用
報
告
制
度
に
よ
る
患
者
か
ら
の
報
告

が
あ
り
、
③
が
急
増
し
て
い
ま
す
。 

 

■
（
独
）
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
（
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ａ
） 

 

こ
の
様
な
副
反
応
に
対
し
て
、
19
年
か
ら
本
格

運
用
と
な
っ
た
、
「
患
者
副
作
用
報
告
制
度
」
は
、

薬
害
肝
炎
を
き
っ
か
け
に
始
ま
り
ま
し
た
。
Ｐ
Ｍ

Ｄ
Ａ
で
は
、
左
上
の
ち
ら
し
等
を
作
り
、「
販
売
開

始
前
に
医
薬
品
の
全
て
の
副
作
用
を
把
握
す
る
こ

と
は
難
し
い
た
め
、
皆
様
か
ら
の
副
作
用
情
報
が

安
全
対
策
に
役
立
ち
ま
す
。
」
と
し
、
患
者
か
ら
情

報
を
得
て
厚
労
省
に
報
告
し
て
い
ま
す
。 

 

Ｐ
Ｍ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
で
も
多
数
報
告
さ
れ
、
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
ワ
ク
チ
ン
で
急
増
し
て
い
ま
す
。

小
児
科
医
で
衆
議
院
議
員
の
阿
部
知
子
さ
ん
は
、

緊
急
承
認
や
特
例
承
認
の
よ
う
な
ワ
ク
チ
ン
を
正

す
役
割
が
大
き
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
法
的
位
置

づ
け
が
な
く
、
厚
労
省
の
活
用
が
不
十
分
で
あ
る

と
し
て
い
ま
す
。 

 

気
に
な
る
症
状
が
あ
れ
ば
報
告
し
て 

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
な
お
、
Ｐ
Ｍ 

Ｄ
Ａ
は 

『
医
薬
品
副
作
用
被
害
救
済 

制
度
』
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

副
反
応
へ
の
対
応
は
不
十
分 

 

患
者
副
作
用
報
告
で
安
全
性
向
上
を 

 

  

ワクチンにも有効です 

■
検
診
で
予
防
を 

 

子
宮
頸
が
ん
の
原
因
と
さ
れ
る
Ｈ
Ｐ

Ｖ
（
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
ィ
ル
ス
）
に
感

染
し
て
発
症
し
ま
す
。
感
染
率
は
０
・

15
％
と
低
く
、
初
期
で
あ
れ
ば
５
年
生
存

率
は
95
・
７
％
で
す
。
日
本
で
は
、
70
年

以
降
検
診
と
衛
生
状
況
の
改
善
に
よ
っ

て
死
者
を
減
ら
し
、
年
間
２
８
０
０
人
。

50

歳
以
上
が
８
割
で
す
。
検
診
率
は

42
％
と
低
い
こ
と
が
課
題
で
す
。 

■
ワ
ク
チ
ン
効
果
は
半
分
？
！ 

 
 

発
が
ん
型
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
は
15
種
類
あ
り

ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
効
果
は
そ
の
う
ち
２
種

類
（
16
型
／
18
型
）
で
50
％
。 

■
副
反
応
は
様
々
、
原
因
も
治
療
法
も
？ 

 

ひ
ど
い
頭
痛
、
全
身
の
疼
痛
、
脱
力
、

不
随
意
運
動
、
歩
行
障
害
、
睡
眠
障
害
、

月
経
障
害
、
記
憶
障
害
、
学
習
障
害
等
。 

 
厚
労
省
副
反
応
検
討
部
会
22
年
１
月

21
日
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
に
３

４
５
万
人
が
接
種
し
、
副
反
応
は
３
３
９

６
人
。
う
ち
１
９
６
５
人
が
重
篤
に
。
他

の
12
の
定
期
接
種
と
比
べ
る
と
、
副
反
応

9.9
倍
、
重
篤
8.8
倍
で
す
。 

 

Ｈ
Ｐ
Ｖ
（
子
宮
頸
が
ん
）
ワ
ク
チ
ン 

積
極
的
勧
奨
再
開
へ
の
疑
問
！ 

 

  

「常勤の人件費」請願から 7 年目の実現！ 

放課後児童クラブ 
利用料金の引き下げを目指す横須賀市との温度差も 
  

 横須賀市の放課後児童クラブは、民設民営（1 か所の

み公設）で運営されています。22 年度は小学校 46 校に

対し 77 か所あり、放課後のほか、夏休みなどは朝から開

所、就労等で留守をする家庭の代わりを担っています。 

 今年度の予算で、補助項目補助額が大幅に増額されまし

た。①家賃の全額補助②非常勤だけだった処遇改善に常勤

も加え、どちらかを選択③保育だけでなく、会計などの事

務や環境整備に使える「育成支援強化加算」他を導入しま

した。市は、15 年度から始まった子ども子育て支援新制

度により市町村事業に位置づけたものの、従前と変わらぬ

運営補助を基本とする補助額だったことから、運営には重

い負担がありましたが、これで改善が期待されます。 

一方、市は、懸案だった利用料金の引き下げを求めるた 

め、運営者との協議に入りま

す。温度差は明確です。ただ、

運営者・子どもと保護者に対し

市が財政を充てることになっ

たことを評価し充実を願いま

す。（瀧川） 


